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第２部 

【会員のページ】 
 
第２部は会員の講演速記録、他の科学分野の論稿、随想、旅行記などを掲載致しま

す。これらの論述、分析、意見等は執筆者個人に属します。 
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〈編集後記〉 

本誌は今号で３７号となった。会員諸先生の熱意あふれる論文集として、学問の世界に定着

してきたと評価されよう。まことに慶賀に堪えない。 

本誌をひと目見て、「実践危機管理」と分るよう、表紙の色を浅葱色（あさぎいろ）に固定す

ることとした。同時に表紙の紙質も保存に耐えるよう、丈夫な紙質に変更した。 

今回は上田和勇理事長殿の講演速記録、山田秀樹常務理事殿の特別寄稿を頂いたので、第２

部に収録させて頂いた。また、「学会だより」では、会員諸先生の著作を７編紹介することがで

き、全国大会や関東・関西部会の様子を報じた保険毎日新聞の記事も掲載させて頂いた。ＳＲ

Ｍ学会の活発な研究活動を多少なりとも世に知らしめることができたのではないかと関係の皆

さまに心から感謝する次第である。 

（編集部） 
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